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　県中学校総合体育大会を勝ち抜き、九州大会や全国大会に出場を決めた各部が宮原市長を表敬訪問。
県大会の報告と上位大会の意気込みを話し、市長と中屋敷教育長が激励しました。

九州大会・全国大会に出場する小林中学校の各部が宮原市長を表敬訪問
宮崎県代表の誇りを胸に、大会での活躍を誓う

大会で大将を務める吉
よしぞの

薗真
ま お

央（小林中３年）さんは「教えてもらったことを
生かし、慎重に１本１本決めて勝ち進めるよう頑張ります」と話しました

小林振武会

　７月 21 日、日本武道館で開催される第 56 回全
国道場少年剣道大会に出場する小林振武会の選手
らが市長を表敬訪問しました。同クラブは５月に
宮崎市で行われた第 37 回宮崎県道場少年剣道大
会で勝ち上がり、全国大会への出場権を獲得。全
国道場少年剣道大会にはこれまで４回出場してお
り、今回で５回目の出場となります。

三松ハンドボールスポーツ少年団

主将の川
か わ の

野夢
ゆ ゆ

々さん（三松小６年）は「全国大会に向けて１勝ずつ戦ってしっ
かり勝ち抜いていきたい」と力強く抱負を語りました

　７月 21 日、石川県で行われるＮＰＢガールズ
トーナメント 2022 全日本女子学童軟式野球大会
に出場する小林ガールズの選手らが市長を表敬訪
問しました。同クラブは６月 11 日、12 日に串間
市で開催された宮崎県ガールズ学童軟式野球交流
大会 2022 で見事優勝し、２年連続となる全国大
会への出場権を獲得しました。

小林ガールズ

チームで主将を務める的
ま と ば

場圭
け い ご

吾さん（三松小６年）は「チームで決めた目標
に向かって頑張ります」と元気よく意気込みを話しました

　７月 21 日、京都府で８月に開催される第 35 回
全国小学生ハンドボール大会に出場する三松ハン
ドボールスポーツ少年団の選手らが市長を表敬訪
問しました。同クラブは６月 18 日、19 日に日南
市で開催された第 33 回宮崎県小学生新人ハンド
ボール大会で優勝し、見事全国大会に出場する権
利をつかみ取りました。

紙屋排球男子

主将の石
いしかわ

川利
としまさ

征さん（紙屋小６年）は「練習の成果を発揮し、一試合一試合
全力で戦ってきます」と抱負を語りました

　８月５日、東京都で８月 9～ 12 日に開催され
る第 42 回全日本バレーボール小学生全国大会に
出場する紙屋排球男子の選手らが、市長に大会出
場を報告しました。同クラブは部員７人と z限ら
れた人数ながら、６月 25 日、26 日に綾町で開催
された県大会では全試合１セットも落とすことな
く優勝。全国大会出場をつかみ取りました。
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市内の小中学生がさまざまな競技で活躍中！
全国大会出場を決めた各スポーツクラブが全国大会出場を宮原市長に報告

介護予防活動を行うサポーターを養成
　７月１日、13 日、28
日に、地域包括ケア推
進サポーター養成講座
が開催されました。高
齢、認知症になっても
安心して暮らせるまちづくりに取り組む同サポー
ター。野尻庁舎で実施した第２回目講座では、認
知症の正しい理解や支援について学びました。

小林中陸上駅伝部

小林中新体操部

小林中男子ハンドボール部、女子ハンドボール部

小林中女子バレーボール部

全国中学校体育大会
【個人競技】（学年）
・小林中陸上駅伝部　鶴

つる

優
ゆ う き

希さん（３年）　
　鶴さん（写真前列左から３人目）は「全国大会は非常
に高いレベルのレースになると思うが、８位入賞の目標
に向かって日々の練習に励んでいきたい。保護者や色々
な人の支えがあっての全国、九州大会への出場だと思う
ので、応援してくださるすべての方々の期待に応えられ
るよう精一杯走りたい」と意気込みを話しました。

九州中学校体育大会
【団体競技】
・小林中男女ハンドボール部／・小林中新体操部／・小林中女子バ
レーボール部
【個人競技】（学年）
・小林中陸上駅伝部　鶴

つる

優
ゆ う き

希さん ( ３年 )/ 田
た ば た

畑李
り り

莉さん（３年）/
山
やました

下まりなさん（３年）/山
やました

下純
じゅんぺい

平さん（２年）/河
かわしま

島和
わ か な

奏さん（２年）
/佐

さ さ き

々木佑
ゆ め

芽さん（２年）/今
いまむら

村洸
こ う し ろ う

士郎さん（１年）/内
うちむら

村凌
りょう

さん（１
年）/新

にいくら

倉緋
ひ な の

奈乃さん（１年）/奥
おくはら

原楓
かえで

さん（１年）

鹿児島空港で特産品販売とPRを実施
　７月 23 日、24 日に鹿
児島空港内で市の特産
品の販売とＰＲを行い
ました。これは４月１
日に移転開港 50 周年を
迎えた鹿児島空港で開催されている「市町村ＰＲ
リレー」の中で行われたもので、旬の果物や加工
品、飲食物の販売などで会場は賑わいました。



絵画を通じてドイツの未来を考える
小学生対象の絵画教室を開催
　８月 11 日、中央公民館で４年ぶりに「ドイツ
絵画教室」が開催されました。教室は、「未来の
ドイツ」をテーマにドイツ大使館が主催するコン
テストにあわせたもので、小学生 15 人が参加。
児童らは、国際交流員のアントニア・シュルトさ
んからスライドでドイツについて紹介を受けたあ
と、それぞれが考えたドイツの姿を描きました。

参加した細野小５年の黒
く ろ ぎ

木陸
り く と

斗さんは、「話を聞いて未来のドイツのイメー
ジが湧いてきました。納得できる絵が描けました」と話していました
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小泉隊員は卒隊後も市内に定住。「これからも小林のためにできることが何
かないか、日々探しながら暮らしていきたい」と話していました

地域おこし協力隊の小
こいずみ

泉賀
か ず や

津也隊員
卒隊にあたり３年間の成果を報告
　７月 29 日、地域おこし協力隊の小

こいずみ

泉賀
か ず や

津也隊員
が、３年間の活動成果を報告しました。小泉隊員
は令和元年８月に着任し、高齢者の買い物支援や
交流の場づくりを中心に活動。その活動から得た
人とのつながりから、畜産農家が使う鋸くずを製
造する会社を承継し、任期後半では仕事を通じた
地域貢献を目指した活動に取り組んできました。

【お詫びと訂正】
令和４年８月１日号の広報紙（14㌻）に次のとおり誤りがありました。訂正してお詫びいたします。
「清水洋一さん県環境保全表彰受賞」５行目　（誤）遊水地　（正）湧水地

参加した南小４年の若
わかまつ

松由
ゆ い か

華さんは「自衛隊などの車などを見学して、税金
がどんなふうに使われているかが分かりました」と話していました

税の使われ方学ぶ
「税の探求バスツアー」を開催
　８月８日、小学生が税金の仕組みを体験しなが
ら学ぶ「税の探求バスツアー」が開催されました。
公益社団法人小林法人会青年部（吉

よしむら

村秀
ひであき

昭部会長）
が主催したもので、市内の小学生約 20 人が参加。
児童は、陸上自衛隊えびの駐屯地や小林警察署、
小林税務署などをバスで巡り、税金の具体的な使
われ方や役割などについて学びました。

台湾の陳
ちん

銘
めいしゅん

俊総領事が市長を表敬訪問
　８月８日、駐福岡台湾
総領事館の陳

ちん

銘
めいしゅん

俊総領事
が宮原市長を表敬訪問し
ました。陳氏は「日本と
台湾は縁が深い。交流を
深めることがお互いの明るい未来につながると思
う」とあいさつ。子ども同士の交流や物産・観光
面での交流についても意見が交わされました。

小学生リポーターとして全国大会参加
　８月８日、J

ジュニア

r アスリー
トクラブの小

こ ご う ち

河内優
ゆうしゅん

駿
さん（小林小６年）が、
全国小学生陸上競技交
流大会の「小学生リポー
ター」就任を市長に報告しました。小河内さんは、
リポーターとして全国大会に参加し、選手へのイ
ンタビューなどをとおして大会を盛り上げます。

ＣＳＲ私募債とは、社債を発行する際に、銀行側が引き受け手数料の一部を
割り引き、その分を原資に地方貢献のために寄付をする仕組みです

宮崎銀行ＣＳＲ私募債を活用し
㈱ホシヤマが環境保護事業に寄付
　８月 17 日、㈱ホシヤマ（星

ほしやま

山一
かずのり

憲代表取締役
社長）から寄付を受け、寄付贈呈式が行われまし
た。これは㈱宮崎銀行のＣＳＲ型私募債を利用し
て寄付されたもので、星山代表取締役社長は「今
後も小林市の発展に貢献していきたい」と話しま
した。同社は「人と自然との共生」を理念に掲げ
ており、寄付金は環境保護事業に活用されます。

８月６日には宮崎市の花火大会にあわせ、ホテル内イベントテラスで特産品
などの販売などを行うマルシェを開催し、小林市をPRしました

小林市×宮崎観光ホテルが連携し
魅力を再発見するフェアを開催
　８月１日からの２カ月間、市と株式会社宮崎観
光ホテルが連携し、「小林市×宮崎観光ホテルこ
ばやしフェア 2022」を開催中です。小林市の魅力
を再発見してもらうことを目的としたもので、取
り組みは今年で２年目。期間中は、ホテル内レス
トランでの小林市産食材を使った特別メニューの
提供や、売店での特産品の販売などを実施します。

お盆休み期間には特に多くの家族連れで賑わいを見せ、須木の大自然の中に
子どもたちの元気な声が響きわたりました

須木の夏の風物詩、すきむら河川
プールが３年ぶりの開設で賑わう
　８月５日から 21 日まで、須木地区の本庄川で、
すきむら河川プールが開設されました。３年ぶり
に開設されたプールには、市民や帰省した家族連
れが連日多く訪れました。市内から家族で遊泳に
訪れた小学２年生の平

ひ ら の

野愛
あ い と

翔さんは、「川の水が
冷たくて気持ちよく、友達との楽しい夏休みの思
い出になりました」と話していました。

サンキョーミート株式会社が
市内の子ども食堂へ豚肉を無償提供
　市内に食肉加工場を持つサンキョーミート㈱
（古

こ が

賀満
みつる

代表取締役社長）が地域貢献活動の一環
として市内の子ども食堂に豚肉を無償提供する取
り組みを始めました。８月～ 12 月まで毎月約 20
㌕の豚肉が提供される予定で、８月３日には細野
工場で寄贈式が行われました。同社からは昨年度
も学校給食用に食材の提供を受けています。

豚肉を鶴水副市長に寄贈する古賀社長（写真㊧）　寄贈式で古賀社長は「地
域の宝である子どもたちにおいしいお肉を食べてほしい」と話していました


